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 GICSとは何か？なぜGICSが重要なのか？ 

世界産業分類基準（GICS）とは、S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス（S&P 

DJI）とMSCIが1999年に共同開発した産業分類であり、2024年8月に開発から25

周年を迎えました。世界の金融コミュニティの間では、セクター及び産業に関す

る完全かつ標準的な定義が求められており、GICSはこうしたニーズに応えるよ

うに設計されています。GICSの分類を活用することにより、世界共通の基準で

企業、産業、及びセクターを比較することが可能となります。 

GICSには4つの階層があり、現在では11のセクター、25の産業グループ、74の

産業、及び163の産業サブグループで構成されています。各階層内の各項目にコ

ード番号が付与されているため、このコード番号を見るだけで、その企業が属す

る分類や、上位・下位の分類との関係性などを即座に把握することができます。

企業の産業サブグループの分類は、セクター、産業グループ、産業の各階層の順

に決定されます。各企業の完全なGICS分類は8桁のコード番号で示され、各項目

に関する説明が付されています。 

図表1：GICSの階層構造の例 

セクター 一般消費財・サービス 25 

産業グループ 消費者サービス 2530 

産業 ホテル・レストラン・レジャー 253010 

産業サブグループ カジノ・ゲーム 25301010 

出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックスLLC。表は説明目的のために提示されています。 

GICS構造は、市場セグメントの最新動向を反映するよう、時代とともに進化し

てきました。これらのアップデートにより、GICSの各階層内のセグメントの数

や定義が修正される場合があるため、企業の分類も変更されることがあります。
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図表2：GICS – 概要 

 GICSは、各企業をセクターや産業に分類するためのグローバル基準

として1999年に開発されました。 

 GICSでは、各企業をその主要な事業活動に従って分類します。 

 分類の判断は、主に売上高に基づいていますが、収益や市場認識も考

慮されます。 

 セクターとは、売上高の源泉や事業内容が類似した企業をグループ化

したものです。 

 セクター別及び産業別にグループ化することにより、業界共通の要因

への感応度を維持しつつ、企業固有のリスクを分散することが可能と

なります。 

 

出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックスLLC。詳細については、世界産業分類基準（GICS）メソドロジーを参照ください。

図表は説明目的のために提示されています。 

 GICSを使用しているのは誰か？ 

GICSは、投資リサーチ、ポートフォリオ運用、及び資産配分における産業分析の枠組みとして広く受け入れられており、幅広い市

場参加者に利用されています。GICSが階層構造を採用している主な理由は、この構造が世界中の市場セグメントを定義するための

共通基盤を提供しているからです。この共通基盤により、指数のセクター特性の分析や、指数ベースの投資戦略の構築、アクティブ

運用における投資判断の実行などが可能となります。 

例えば、S&P 500® ESG指数では、セクターの中立性が重要なメカニズムとなっています。S&P 500 ESG指数は、S&P 500と同様の

産業ウェイトを維持しつつ、指数全体のサステナビリティ特性を改善しています。 

指数ベースの投資では、GICSの分類を活用することにより、市場全体をカバーする株価指数を業種別に分解することができるため、

投資ユニバースをセクターの視点から詳細に把握することが可能となります。 

GICSが開発されたのは1999年ですが、S&P DJIは1989年まで遡って過去のデータにGICSの分類体系を適用しました。これにより、

GICSが開発される前の1990年代のセクター動向を分析することが可能となりました。例えば、1990年代にはテクノロジー・セクタ

ーが台頭し、その後にITバブルが崩壊しましたが、S&P 500情報技術によると、テクノロジー・セクターが1993年、1994年、1996

年、1998年、及び1999年の各年において最高のパフォーマンスを上げたセクターであったことが判明しました。 

S&P DJIの米国S&P セレクト産業指数シリーズでは、S&P コンポジット1500®やS&P 500などの広範な株価指数をベースとし、GICS

の分類に基づいて多くの指数を算出しています。また、大型株から超小型株までの全ての時価総額カテゴリーをカバーするS&P ト

ータル・マーケット指数（TMI）をベースとし、産業サブグループに基づいて算出している指数もあります（産業サブグループとは、

GICSの分類体系の中で最も細かい階層）。これらの指数では、各産業サブグループに属する幅広い企業群をカバーすることができ

ます。例えば、バイオテクノロジー分野には、時価総額が小さくても、非常に革新的な企業が多く存在しており、S&P トータル・

マーケット指数をベースとすることで、こうした企業を指数に含めることが可能となります。 

 

11のセクター 

25の産業グループ 

74の産業 

163の産業サブグループ 
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図表3：セクター指数と産業指数の概要 

時価総額 浮動株調整後時価総額加重指数 キャップド指数 均等加重指数 

大型株 S&P 100 - - 

大型株 S&P 500（浮動株調整後時価総額加重） セレクト・セクター指数* S&P 500均等加重セクター 

 S&P 500除くセクター（セクターを除外） S&P 500キャップド35/20指数^  

 
S&P 500プラス指数（セクターを組み合わ
せ） 

S&P セレクト・セクター日次キャップド25/20指数*^  

 S&P 500シャリア・セクター（企業の除外） S&P セレクト・セクター・キャップド20%指数^  

  S&P セレクト・セクター15/60指数  

  S&P セレクト・セクター15/40プラス指数  

  
S&P 500プラス・サステナビリティ・エンハンス

ト・セクター 
 

中型株 S&P 400 S&P 中型株400キャップド* S&P 400均等加重セクター 

小型株 S&P 600 S&P 小型株600キャップド* S&P 600均等加重セクター 

総合指数 S&P コンポジット1500 - S&P コンポジット1500均等加重セクター 

トータル・マーケット S&P トータル・マーケット指数（TMI） - S&P セレクト産業指数（修正均等加重） 

大中型 - S&P 900銀行（産業）7/4キャップド - 

中小型 S&P 1000 - - 

コンプリーション 
S&P コンプリーション指数 

（S&P TMI除くS&P 500） 
- - 

 
出所：S&P 米国株価指数メソドロジー、指数算出メソドロジー。*規制投資会社（RIC）キャッピング・ルール：規制投資会社のキャッピング要件に関する

詳細については、株価指数方針及び実務メソドロジーを参照ください。2024年6月現在のデータ。表は説明目的のために提示されています。 

 

S&P DJIが算出する世界各国・地域の株価指数において、GICSに基づくセクター分類を活用することで、同一セクターを地域間で比

較したり、地域ごとのセクター構成の違いを分析したりすることが可能であり、投資家は地域やセクターの特性をより深く理解する

ことができます。 

 S&P 500セクター指数の主な活用方法とは？ 

他の指数シリーズと同様に、セクター指数においても、ベースとなる指数ユニバースを適切に選択することが重要となります。当社

のS&P 500セクター指数シリーズでは、S&P 500の構成銘柄を指数ユニバースとしています（S&P 500は、S&P コンポジット1500の

大型株部分で構成される指数）。S&P 1500®では、他の米国株価指数メソドロジーとは異なり、構成銘柄の選択において企業の財務

の健全性を考慮しているため、クオリティ・ファクターの比重が高くなる傾向があります。したがって、より小さなセグメントに分

解する前の段階で、S&P 1500®はすでに質の高い銘柄で構成されています。 

図表4：S&P 500セクター指数 
 

 
出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックスLLC。詳しい情報については付属資料を参照ください。図表は説明目的のために提示されています。 

S&P 500セクター指数（浮動株調整後時価総額（FMC）加重）は、S&P 500をセクター別に分解した指数であり、S&P 500と同様に

浮動株調整後時価総額で加重されています。このS&P 500セクター指数（FMC加重）は、複数のセクターを組み合わせた指数や、代

替加重方式を採用したセクター指数、ティルト指数、セクター・ローテーション戦略など、様々な指数を構築するための基礎となっ

ています。 

 

S&P 500（浮動株調整後時価総額加重） 

S&P 500均等加重セクター 

セレクト・セクター 

S&P 500プラス・サステナビリティ・エンハンスト 

S&P 500キャップド35/20指数 

S&P セレクト・セクター日次キャップド25/20指数 

S&P セレクト・セクター・キャップド20%指数 

S&P セレクト・セクター15/60指数 

S&P セレクト・セクター15/40プラス指数 

S&P 500シャリア・セクター 

S&P 500除くセクター 
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S&P DJIは様々なS&P 500セクター指数を算出しており、世界各国で異なる規制要件や分散要件を考慮に入れた複数の指数シリーズ

を提供しています。いかなる指数シリーズについても、投資商品が規制要件に適合していることを保証するものではありませんが、

指数の設計にあたっては、様々な投資制限値を考慮に入れています。 

例えば、セレクト・セクター指数シリーズでは、米国の「1940年投資会社法」の規定に基づき、規制上のキャッピング要件を定めて

います。S&P 500キャップド35/20セクター指数、S&P セレクト・セクター25/20指数、及びS&P セレクト・セクター20%指数では、

欧州連合（EU）の「譲渡可能証券の集団投資事業（UCITS）指令」における分散投資規制を考慮しています。また、S&P セレク

ト・セクター15/60指数は中国の証券取引所の上場要件に対応しています。 

セクター指数には、ウェイト付け方式の違いによって様々な種類があります。例えば、S&P 500均等加重セクター指数は、浮動株調

整後時価総額加重のセクター指数とは異なり、各セクター内の構成銘柄を均等な比率で組み入れた場合のパフォーマンスを測定しま

す。また、S&P DJIはその他の基準に基づくセクター指数も提供しています。例えば、S&P 500シャリア・セクター指数は、シャリ

ア（イスラム法）の教義に準拠した投資を行いたいと考えている市場参加者に適しています。一方、S&P 500プラス・サステナビリ

ティ・エンハンスト・セクター指数はサステナビリティ要素を取り入れた指数であり、サステナビリティ要素に基づいて各セクター

の組入比率を決定したいと考えている市場参加者に適しています。 

さらに、全てのセクターの組入比率をベンチマークに対して調整するのではなく、米国のマクロ経済情勢や調査結果などに基づいて

セクター間またはセクター・グループ間でローテーションを行う投資戦略も存在します。 

 セクター分類はどのように変化してきたか？ 

GICSの4つの階層構造は、現在のグローバルな投資環境を反映しながらも、様々な変化に対応できる柔軟性を備えています。世界経

済が変化する中で、セクター、産業グループ、産業、及び産業サブグループのそれぞれのレベルで、新設、修正、または細分化する

ことが可能な設計となっています。これにより、GICSは市場参加者にとって信頼できる産業分類の枠組みとして機能し続け、グロ

ーバル市場に関する重要な洞察を提供します。 

GICSの構造変更の一例として、2016年に不動産セクターを金融セクターから切り離し、独立したセクターとして新設したことが挙

げられます。この変更は、不動産関連企業特有の性質を反映したものでした。その後、2018年には電気通信サービス・セクターの名

称をコミュニケーション・サービス・セクターに変更しました。このGICS構造の変更は、私たちのコミュニケーション手段の変化

を反映したものです。この構造変更の一環として、情報技術セクターと一般消費財・サービス・セクターに分類されていた様々な企

業をコミュニケーション・サービス・セクターに再分類しました。より最近では、2023年にGICSの構造を変更し、GICSの枠組みを

細分化しました。GICSの変遷に関する詳細については、メソドロジー資料を参照ください。セクターに関する見解を共有したい投

資家の方々は、インデックス・アラートを受信し、最新情報を入手することができます。また、今後のGICSに関する相談にも参加

することが可能です。 

米国では、S&P 500のような大型株指数や総合指数が、代表的な株価指数として広く認識されてきました。 

セクター投資も、当初は最も広範な市場や市場セグメント、つまり大型株から始まりました。現在では、セクター投資は全ての時価

総額カテゴリーをカバーしており、中型株や小型株市場にまで広がっています。また、GICSの枠組みの中で、より細分化されたセ

グメントにも注目が集まっています。S&P セレクト産業指数は、GICSの特定の産業サブグループ、または複数の産業サブグループ

に含まれる銘柄のパフォーマンスを測定するように設計されています。 

 米国のセクターはなぜ重要なのか？その世界的な影響力とは？ 

米国の株式市場は世界最大の時価総額を誇り、S&P DJIが算出するS&P グローバル総合指数（BMI）では、米国企業が合計時価総額

の62%を占めています（2024年6月末時点）。また、米国企業はS&P グローバル総合指数の11のGICSセクターにおいてそれぞれ最

大のウェイトを占めており、9のセクターにおいて時価総額の過半数（50%超）を占めています。 

世界の産業構造において、米国企業は他のどの地域（カナダ、ラテンアメリカ、汎アジア、欧州、及び中東・アフリカ）と比べても、

圧倒的な存在感を示しています。図表5に示されている通り、S&P グローバル（除く米国）総合指数の地域別セクター構成（左側の

表）を見ると、各地域における情報技術セクターのウェイトは米国と比べて大幅に低い一方、金融、資本財・サービス、エネルギー、

素材、及び公益事業セクターのウェイトは米国と比べて高くなっています。したがって、米国のセクターをポートフォリオに組み入

れることにより、世界中の市場参加者は自国市場や地域市場におけるセクターの偏りを是正し、ポートフォリオのセクター配分を世

界全体のセクター構成に近づけることが可能となります。 

https://www.spglobal.com/spdji/en/landing/investment-themes/select-sector/
https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/education/brochure-sector-rotation-strategy-index.pdf
https://www.indexologyblog.com/2024/09/18/gics-silver-jubilee/
https://www.spglobal.com/marketintelligence/en/news-insights/blog/an-11th-gics-sector-is-coming
https://www.indexologyblog.com/2018/12/04/lets-talk-about-communication/
https://www.indexologyblog.com/2018/12/04/lets-talk-about-communication/
https://www.indexologyblog.com/2018/12/04/lets-talk-about-communication/
https://www.indexologyblog.com/tag/gics-changes/
https://www.spglobal.com/spdji/en/governance/corporate-engagement/
https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/methodologies/methodology-gics.pdf
https://www.spglobal.com/spdji/en/governance/corporate-engagement/
https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/methodologies/methodology-sp-select-industry-indices.pdf
https://www.spglobal.com/spdji/en/indices/equity/sp-global-bmi/
https://www.spglobal.com/spdji/en/indices/equity/sp-global-ex-us-bmi/
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図表5：米国以外の国・地域では金融セクターの割合が高い一方、情報技術セクターの割合が低い 

米国と他の国・地域とのセクター・ウェイト比較 

■ 米国と比べてアンダーウェイト ■ 米国と比べてオーバーウェイト 

S&P グローバル総合指数

の各セクターに占める米

国企業の割合 

■ 米国      ■ 世界の他の地域 
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出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックスLLC。2024年6月28日現在のデータ。S&P グローバル総合指数を構成するサブ指数に基づいています。中東・ア

フリカは、S&P イスラエル総合指数とS&P 新興国中東・アフリカ総合指数を組み合わせたものです。過去のパフォーマンスは将来の結果を保証するものでは

ありません。図表は説明目的のために提示されています。 

 

 米大統領選挙の年におけるセクター選択の重要性とは？ 

GICSのセクター分類では、共通の特徴を持つ企業をグループ化しています。したがって、同じセクターに属する企業は、特定の要

因に対して株価が似たような動きを示す傾向があります。個別銘柄に投資するリスクを軽減しつつ、それぞれの見通しに基づいてポ

ジションを構築する上で、多くの市場参加者はセクター・ベースのアプローチを採用しています。 

株価のばらつきは、銘柄選択効果を測定する指標として活用することができます。ばらつきが大きい市場では、パフォーマンスの良

い銘柄と悪い銘柄の差が大きくなるため、優れた銘柄選択（あるいは運の良い選択）によって高いリターンを獲得することができま

す。市場全体の株価のばらつきは、2つの要素から構成されています：（1）セクター間のばらつき（異なるセクター間の値動きの

差）、（2）セクター内のばらつき（同じセクター内の企業間の値動きの差）。数学的に表すと、市場全体のばらつきの2乗は、セ

クター間のばらつきの2乗とセクター内のばらつきの2乗を足した値に近似します。 

セクター効果とは、セクター間の効果の2乗を全体の効果の2乗で除した値です。1989年以降、S&P 500の月次のばらつきの22%が

セクター効果によるものでした。しかし、米大統領選挙の年には、セクター効果の値が11月に上昇する傾向が見られます。実際に、

米大統領選挙の年の11月には、セクター効果が平均値（22%）を上回ったケースが、全体の75％に達しました。例えば、2016年11

月に大統領選挙の結果が出た後、S&P 500はほとんど変動しませんでしたが、当時のトランプ政権の政策が各市場セグメントに及ぼ

すと予想される影響を市場が織り込む中で、セクター効果はS&P 500の月次のばらつきの40%以上を占めました。 

もちろん、2024年の米大統領選挙において、どのような問題が選挙戦の争点となるかを見守る必要があります。しかし、過去の状

況を見る限り、セクター効果が上昇すると予想されるため、セクター選択の重要性が高まると考えられます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

地域 米国 カナダ ラテン 

アメリカ 

汎アジア 欧州 中東・ 

アフリカ 

合計 

ウェイト 

S&P グローバルBMIに

占める割合 
61.84 2.69 0.83 18.35 15.00 1.29 100 

セクターの名称 米国 カナダ ラテン 

アメリカ 

汎アジア 欧州 中東・ 

アフリカ 

世界全体

（米国を

除く） 

情報技術 30.62 8.43 0.49 19.83 8.33 8.19 13.69 

金融 13.00 30.94 29.30 18.25 18.31 37.58 20.06 

ヘルスケア 11.72 0.67 1.83 5.80 15.17 4.29 8.99 

一般消費財・サービス 10.13 3.65 3.41 13.73 10.22 6.80 11.18 

資本財・サービス 9.35 14.44 9.93 14.65 17.24 6.15 15.26 

コミュニケーション・サービス 8.68 1.60 3.91 6.50 3.68 6.35 4.99 

生活必需品 5.42 4.31 13.97 4.88 9.67 4.43 6.91 

エネルギー 3.81 18.50 11.60 2.89 5.40 6.29 5.28 

不動産 2.56 1.44 2.51 3.62 1.77 6.20 2.80 

素材 2.54 12.67 16.27 7.43 6.49 10.59 7.73 

公益事業 2.17 3.34 6.77 2.41 3.71 3.12 3.10 

合計ウェイト 100 100 100 100 100 100 100 

情報技術 

コミュニケーショ

ン・サービス 

ヘルスケア 

 

S&P グローバルBMI 

不動産 

一般消費財・ 

サービス 

エネルギー 

公益事業 

生活必需品 

金融 

資本財・サービス 

素材 

https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/research/research-sector-effects-during-elections.pdf
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図表6：S&P 500と、S&P 500の各セクターのパフォーマンス（2016年11月） 
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出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックスLLC。データは、2016年10月31日から2016年11月30日までの日次のトータル・リターンに基づいています。過

去のパフォーマンスは将来の結果を保証するものではありません。図表は説明目的のために提示されています。 

 GICSは、セクター投資にどのような影響を与えてきたか？ 

21世紀に入る前、GICSが開発された1999年頃には、セクターに連動する投資商品が登場し始めました。このような指数連動型商品

の運用資産残高は、2002年12月の約40億ドルから2024年3月末には4,000億ドル超へと拡大し、年平均成長率は25%に達していると

推計されます2。 

GICSとセクター投資は密接に結びついています。セクターや業種の分類方法には様々なものが存在しますが、その1つとしてS&P 

DJIが提供するダウ・ジョーンズ産業分類システム（DJICS）があります。しかし、あらゆるセクター分類システムの中で、GICSは

最も広く認知されているシステムであると言えます。国別の分類（例えば、インドのBSEセクター分類）や地域別の分類（北米産業

分類システム）が存在する中で、GICSは世界各地で広く採用されているため、GICSを活用することにより、こうした国や地域によ

る分類方法の違いを超えて、世界共通の基準でセクターの分析や評価を行うことが可能となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2 出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックスLLC。ファクトセット。詳細については、自然選択：株式セクターを活用した戦術的及び戦略的なポートフォリオ運用の図表2を

参照ください。 
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https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/additional-material/brochure-side-by-side-sectors.pdf
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付属資料 

図表7：S&P 500セクター指数の概要 

 

指数シリー

ズの名称 

浮動株調整

後時価総額

（FMC） 

均等加重

（EW） 

セレクト・

セクター

（5/25/50） 

サステナビ

リティ・エ

ンハンスト 

35/20 日次 25/20 20% 15/60 15/40プラス シャリア 
除く 

セクター 

加重方式 FMC加重 均等加重 浮動株調整後時価総額加重（キャッピング・ルールに従う） FMC加重 FMC加重 

第一次キャ

ッピング 

構成銘柄の

ウェイト上

限なし 

1/N（Nは、

各セクター

内の構成銘

柄数） 

単一企業の

ウェイト

は、指数の

25%を超え

てはならな

い 

最大組入銘

柄/時価総額

が最大の企

業に対して

35%の上限

を設定 

最大組入銘

柄/時価総額

が最大の企

業に対して

35%の上限

を設定 

最大組入銘

柄/時価総額

が最大の企

業に対して

35%の上限

を設定 

時価総額が2

番目に大き

い企業に対

して20%の

上限を設定 

単一企業の

ウェイト

は、指数の

20%を超え

てはならな

い 

最大組入銘

柄/時価総額

が最大の企

業に対して

15%の上限

を設定 

最大組入銘

柄/時価総額

が最大の企

業に対して

15%の上限

を設定 

構成銘柄の

ウェイト上

限なし 

構成銘柄の

ウェイト上

限なし 

第二次キャ

ッピング 
 

ウェイトが

5%を超える

企業の合計

ウェイト

は、指数の

合計ウェイ

トの50%を

超えてはな

らない 

単一企業の

ウェイト

は、指数の

20%を超え

てはならな

い 

単一企業の

ウェイト

は、指数の

20%を超え

てはならな

い 

ウェイトが

5%を超える

企業の合計

ウェイト

は、指数の

合計ウェイ

トの50%を

超えてはな

らない 

 

上位5銘柄の

合計ウェイ

トは、指数

の60%を上

限とする 

上位5銘柄の

合計ウェイ

トは、指数

の40%を上

限とする 

リバランス

の頻度 
毎四半期 毎四半期 毎四半期 

毎四半期

（必要に応

じて日次で

のウェイト

制限を適

用） 

毎四半期プ

ラス毎月

（キャッピ

ング・ルー

ルに抵触し

た場合） 

毎四半期プ

ラス日次で

のウェイト

制限を適用

（25/20のキ

ャッピン

グ・ルール

に抵触した

場合） 

毎四半期 毎四半期 毎四半期 毎四半期 毎四半期 

追加ルール  

ウェイト上

限を超えた

場合、四半

期ごとに二

次的リバラ

ンスを実施 

サステナビ

リティ基準

に基づく銘

柄の除外 

透明性のあ

る最適化プ

ロセス 

 

ウェイト上

限を超えた

場合、半年

ごとに二次

的リバラン

スを実施 

最低銘柄数

を25銘柄に

設定 

シャリア

（イスラム

法）の教義

に準拠した

企業 

 

 
出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックスLLC。2024年6月28日に表を作成。表は説明目的のために提示されています。指数メソドロジーでは、ウェイト上

限に対してバッファーを設けています。これは、分散投資要件の基準日において、個別銘柄のウェイトが上限を超えることを防ぐための措置です。ただし、リ

バランス日とリバランス日の間に市場は変動するため、構成銘柄のウェイトが上限を上回る可能性もあります。補足資料では、指数のメソドロジー、運用方針、

手続き、及び算出方法などについて詳細に説明しており、上記の表は、この補足資料と併せて参照いただくことを想定しています。指数のメソドロジーやキャ

ッピングのバッファーに関する詳細については、株価指数方針及び実務メソドロジー、S&P 米国株価指数メソドロジー、S&P サステナビリティ・エンハンスト

指数メソドロジー、及びS&P シャリア指数メソドロジーを参照ください。 

https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/methodologies/methodology-sp-equity-indices-policies-practices.pdf
https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/methodologies/methodology-sp-us-indices.pdf
https://www.spglobal.com/spdji/en/methodology/article/sp-sustainability-enhanced-indices-methodology/
https://www.spglobal.com/spdji/en/methodology/article/sp-sustainability-enhanced-indices-methodology/
https://www.spglobal.com/spdji/en/methodology/article/sp-shariah-indices-methodology/
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